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「湿式サブミクロン・ナノ粒子複合化技術」の量産化に成功！ 

～株式会社奈良機械製作所との共同研究より～ 

●背景と概要 

北見工業大学工学部 機械電機系 大野智也教授が開発した「液相合成によるサブ

ミクロン・ナノ粒子へのコーティング法」（T. Ohno et al., Advanced Powder 

Technology 35 (2024) 104608 にて発表）は、単一粒子表面への精密なコーティン

グにより、新機能の付加や既存特性の飛躍的な向上を実現する画期的な技術です。 

これまで、液相法によるサブミクロン・ナノサイズ粒子への単一粒子コートは、

高品質な複合化が可能な一方で、量産化が極めて困難（不可能）とされてきました。   

本研究の共同研究先である株式会社奈良機械製作所は、その課題を解決し、ラボ

レベルの成果を工業規模で再現する量産技術の確立に成功いたしました。 

 

●本技術の特徴 

本技術は、平均粒子径 10μm から 100nm という広範囲において、高品質な複合化

粒子を安定的に製造できる画期的かつユニークな粉体プロセスです。 

①単分散状態の維持 

処理中の粒子に積極的に機械的エネルギーを与えることで、ナノ粒子の凝集を抑

え、分散状態を維持したままコートプロセスを進行させます。 

②液滴を使わないナノ粒子化プロセス 

株式会社奈良機械製作所のユニークな手法を適用し、従来の液相法において叶わ

なかったナノ粒子化プロセスの課題を解消、ラボ技術の量産化を実現しました。 

③高品質な乾燥コート微粒子 

ラボ調製品と同等の品質を維持したまま、乾燥粉体として回収することが可能で

す。 

「高い評価と信頼性(図 1 参照)」 

本技術の革新性と社会実装への有用性は、以下の公的助成事業への採択、及び成

果報告によっても証明されています。そして現在、本量産技術については特許出願

中です。 

・JST 科学技術振興機構 大学発新産業創出基金事業 可能性検証 採択・完了 

・経済産業省 令和 6年度経済安全保障の維持・強化に資する重要技術の適切な管

理実現のための試験・評価事業（受託先：北見工業大学、事業実施者：大野智也）

における粉体材料合成委託業務 採択･完了 
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●実証結果と応用分野 

「ナノ粒子へのコート成功例」 

平均粒子径が 100-1000nm のセラミックス粒子や金属粒子表面に 10-30nm 程度の金

属酸化物材料を均一にコーティングし、乾粉として回収する事に成功しました。ま

た分光学的手法の組み合わせによりコート層を評価し、コート層の均質性はラボ調

製品以上であることを確認しました。 

「次世代電池材料（全固体電池）への適用」 

開発した装置の性能を確認するために、次世代リチウムイオン二次電池(全固体電

池)の正極活物質（図 2 参照）を用いて、本技術でコート微粒子を合成。その粉体の

検証・評価において、ラボ合成品と同等のサイクル安定性を示しており（図 3 参

照）、装置性能の高さが実証されています。                                        

 

「株式会社奈良機械製作所のターゲットとしている市場と顧客」 

本技術は、湿式の粒子複合化プロセスにおいて、以下の分野をはじめとする高機

能粉体素材の量産化ニーズに応えます。本プロセスは、原料の物性や反応性を考慮

した素材と溶媒の組み合わせを前提として、装置側条件とマッチングさせる技術で

す。「液相法で合成している粒子径を小径化、ナノ粒子化したい」「フラスコレベ

ルの合成品を量産化したい」、「液相法での粉体プロセスのスケールアップに課題

を感じている」など、具体的な液相の量産プロセスに関する案件を持つ顧客と共に、

課題解決を目指します。 

・想定している分野：次世代電池材料、触媒材料、光学材料、磁性体材料、医薬品

原料など 
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図 1 本技術で合成した粒⼦径が異なるコアシェル粒⼦の SEM 画像と断⾯ STEM/EDS 観察像 （⻘が

コア粒⼦成分、⾚がコート成分の元素位置） 
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お問い合わせ先： 

（研究内容について） 

北見工業大学 機械電機系 教授 大野智也 

E-mail: ohno@mail.kitami-it.ac.jp 
（報道について） 

北見工業大学 企画総務課 広報戦略係 

TEL:0157-26-9116 E-mail:soumu05@desk.kitami-it.ac.jp 

図 2 開発技術でコート複合化した
コアシェル粒⼦の FE-SEM 観察像 
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図 3 ラボ合成品と開発技術でコート複合化
した正極活物質を搭載したリチウムイオン
⼆次電池のセル安定性 


